
繭糸の構成に関する研究（XVII）
其の一：熱處理による絹糸腺内絹物質の變性に就て

荻原清治*
Kiyoharu OGIWARA : Studies on the Constitution of Cocoon silk 

On the Difference of the Denaturation of the Liquid Silk 

in the Silk-Gland to be Caused by Heating

　　　　　　　　　　　（1953年9月15口受正壁）
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蟷輔表の様勘㈱酸を上鋼硝ると共に繊維化能は抑　　此の・幽こ酸液翅製によゆてある程度の繍靴能准1鞭

制さ江る。既の温慶と時間との聞には亡＝aTbの関係が　　するのはアミノ酸の分解によつて生成したN正恥が酸によ

認められ・上の爽験の結果から実験式を求めると　　　　　つて中和され絹糸中力・ら離脱し，残留アミノ酸が再び結

1・9・t＝9・。25－4・81・97……∵〈1943）　　　　脅の｛絵をξヒずるためであろう。以，．［Lの鯛1によつて繊

　logt＝9・011－4・64510gT・……”（1947）　　　　　　維・1ヒ能を停Lヒした液状絹は，凝固能には殆ど変佗が見ら

となつた。此の式から接触温度30°及．20nの場合の繊維　　　れなかった。例えば熱処理をした液状系島靴指間宅獅えて

化陣止時間臥其れ125分及427分が偲らオした。　（爽際に　　　強く圧迫すると轡易に凝圃癒起すことは無処漁区と変り

1”XthL’の様な温度で欧猷の他曙〔因が介人して縄働状　♪）糠かつた。赤榊阯（S）1：］；大豆張白で繍雛1褐場斜こ

きく測鷹出来な㌔・）然る｝也屹の様な繊推化能の低下も加　　　生火翼力・ら得たものは繊維化して人繊な作ることが出来

熱後瀦酸液で処理すると僅か乍ら候復して無処理1Σζに対　　　るが，之を加熱したものは最早織維化t．ないことを報告

して繊維化脂の檸止するほ寺間｝’」：延侵して来た。　　　　　　　している。、．ヒ述の様な絹分子内｝こ趨るi変化が後に述べる
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（iii）営繭時に於【ナる賢照3の雛盈

　　　　　　　署脅陰錫13報（4）で液状絹の水分散液をアル：，：　・一ルで贈；

，鰍　鰍畿灘鰍：謝磐騰t灘辮懸；1

R．d　　以．上礎鰍によ》つてカi［熱翻幽ご低下して欝1撒熊に瓢・

　　　　　　でも，遷1Ir陥的に瞬二N煎串の裾生が起るごとになるので，111：

　　　　　　糸過程に於てN［－13の発生が趨るか蕾か靴第3図の纒置で

　　　　　　爽験した。
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o　　　　　　　　　「1・°　　H・SOt　NiOH　　　　　　　　　　　6画亀馬

がi1∵・、　tt．パ　ー「「一丑　　　　　　　　・　　　　戒黙した養勧紳で吐糸させ・共の間に俳尿を絡らせ

憾：ポ輌，叶㈱糸腺。蝋剛扮騨難た・吻魏籏翻t畑部に囎し，齢1麗た・F

　　　　謡・一漁て繍騨硝呂撒黙議欝。慧磁

　　　㌔蟹嶽幾縫謙搬螺野灘膿襟講蘇欝謙灘
　　　薪鷺翻麟欝瀦繋曳馨灘畿欝鵠翻慈聯臓婁漿

”，1　．1　、’@’；麦1・8㈲（19・・）・騒・，　濫蒲霞禰鑑翻1㌦£糞幾膿

　此ρ表の様に繊維化を停止する場脅・単位時闇内の　、あつた。次に結果の一一例を示す。

NH3発生量は温度の上昇と共に増加してV・ることを知つ　　　（116月26日謎験を始め，28日維b，総時間67蒔聞。

た6・そして第3表を図示して（Fg・2）此の図がら爽験式　　　（2）・其の間のNH3発生量（滴燈量）tよO．00078739であ

を求、めて見ると　1　．　　　　　　　　　　　．　　　　つたo

　　I願W篇一4・248t3・1531°9・T…°（1943）　　　（3）．灘1は6馳胤・，灘終了後の全繭鐙セよ，

，1「㌣輪一7・°°8＋4・68　1°9・T°…（1947）、　1・9579（乾櫨）で・噸勤・・3219で勧準・

となつた・第3麹30度区鰍の式から求めた計撒で　ω盗なll熔しなV・で遡気した時のNH，隠0。000269で

溢るゴ130度と溝う湿度な夏秋期の営繭時には常に瀧遇す　　あった゜

る温度である。以上の様にNHaの発生が繊維化能と密接　　　㈲窒温｝歌爽験中25～30。Cの変化があつた。

撫関係があるとすれぽ上籏の際にNH3の発生が行われる　　　（6）湿度は90・vlOO％の間で変化した。

黙騨で鱒が筋神ぱ前述の理由から生成灘の　此嘩験から・頭当りのNEI・をゆて恥と款の様
性質は当然変化して来ると考えねばならない。三文此の変　　　になる。

化ぽ他の蛋白質の場合と同1）様に水分の存在に於て，促　　　6頭の餐によるNH3量，　O，　OOO78739－　O。　000269

される℃とも推覆に難くない。絹の吐糸に当っては絹物　　　　　＝・一　O．0005273g
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ユ頭¥蝿・咳゜°°12739一軌゜・・°87・・　筆翫犠犠樺窪鰻嚇舗雛

1聯・1州やN晦，聖難脾一・・…。218・・留綴1ビ㌧煉・も・・醗・凱・・錦1・撒於て嘔

’・si・l」lta」1glJAfi・・NH描・…87…。、1、、一一269，鷲難叢撚織瓢堤誘錨【II彦

　吐砂量を縮維！ヒ能を鰐‘止する場脅に発生する第3表の　　で；b）S。嘩つて鯖13報で吐糸中にはN【｛＆の発生kl見られ

数掌妙ヒ較して卑ると片側網糸腺から得られる繊鰯轟：を　　な、・と述ぺたこと嬬訂工［｛されなければならない。1…きに儀

平均0．119糖とL，両側1絹糸腺から発生するNH3を求め　　繭察が多湿の場合に此の発生が薯1・いことも，、』の爽験か

ると，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら推定出来るところである。　　　「

・．・…218㎏・1瀦一⑩・159ラ㎎／・｝儒雛）　m髄媚灘慶と蛾繊働1蝋

　此の億を液状絹が繊維化癒停止する場含のN正｛8燈と比　　　　絹糸腺内にある液状餐1．・Jの加熱変燃が行溺れ，る場合に

鮫すると，第一一・geの30度区を例にとれば，　Or　oOQIIssm，stノ　　激，生成繊維め性鷺にも変1ヒカ｛趨為であろうと考えられ

分（1947）・叉ほ0・000209’1唇／分（19招）に対して0・OCP〔〕】5　　愚ので，之な孫iめるために濫湿度…を変1ヒして、－h籏t，た場

97m．g．　i’分となり，前者に対しては13・8％後漕に対1．，ては　　合の生成繊肇1〔iに京｛1て強度及伸度な訂ll砺して次の結果な襯

7。6％になる。i旺：の様な結果から考えると蚕k！；吐糸中に　　　た。1爽験条件は紹果を明かにするために大き呵な豊な付け

もNH3の発生が起り，共の発餓が霊として繊維から趨る　　た。

ので甑ないかと考えらオ1・る。此の様に吐糸中にN輪の発　　　（i）’温度を変花した場合の強伸慶の変化

T⑳鼠e4．　R・1・d・n　betx・e心n　th¢pr。P・・ti・s・f　c・…n・il1ζ・nd　t・mP・・atu・・in　th・c・・6。nh・9…m

隆：マミ1磁黒i　・。

脚蜘譜讐1藤岬嚥曜
。聯，1。ye，，1。。（K。b層 P，3．438

Middle　layer　300　CI〈rt，　1）

111ner．　layer　　，550（Kai）

3．152

3．182

19．84

14．96

14；47

36 40

　　　　　　｝
Stτess・91d　i　Elo鱒tion％
＿＿＿＿、　1．tttt．』．．、』．　1

　　　　　　1
2．912

2’914

2．624

16・43

15・39

11・14

，，㈹，，．，測

　　，磁

？．　・　796

2。2A6

Elo欝tion％

15・lt

13・16

9。39

、備考：上籏霊の湿度65、％　　　．　　　　　　　　　　　　　　　40t）区　2．33d

　　　5ラ位繰ご生糸をセリメーターで測定

　　　測甕竃雌30。度　温慶65％　　　　　　　　　　　　　（ii）漏度を変化した場合の張伸度の変化
　　　書趾慶該淵繊順三30区0　3．37d，　360巨く　2．65d，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」・

Table　5．　Relation　bctween　of　the　properties　oE　cocoon　sillc　and　reiative　hurnidity　in　tho　cocooning　roQnl．

眠　　　　　　　　R。H．％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65　　　　　　　　　i　　　　　　　95
　　　　　　　Stl’ttss，　　　　1

恥＿。畑蜘 黶D… 堰E㎞蜘・％1・一！・1・沁　一
Outer　laye童　　　100（Kai）　　1　　　　　　　　　3．438

　　　　　　　　　　　　　　
Middl・1・y・・3，0Q、てKの1　　3、　IS2

　　　　　　　　　　　　　i
Inner　layer　　　550（KIIi）　i　　　　　　　　3，183

　　　　　　　　　　　　　F

　　　i
19・8斗　　i　　　　　　　　3・162

14．961　　3．、128

14．47 2．643

2〔｝．22

16斗5

1斗44

・f庸考；上籏撒し農三30腹こ　湿鮭迂別寒裁破こ165％区「3・37d，95％区　3・3　d，　』」・／：の他第4表と同じ　　　　　　　　、．
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　　　36度区、40度区の鴬繭は極めて不活磯で上籏頭数寄築　　下する。繊徽化能は潟度が温高くなる程低下し，共の関

　　験区共，30頭巾36慶区は5頭，40度区獣10頭の瀞皮薦が　　　係はt鶏aTかで現おすことが出来るoそして「熱処理後，濾

　　あり・之等蘭穐死灘1胚あつた・又3磯区却嬢　巌轍液｝鰍琵繍靴惣滅都塞鐡顛する・
　　区に於て営繭速度おそく，40度区は吐糸絡了迄に30度区　　　　2・　液状網は嚢嚢処囎によつて分解をしてNF【3を発生す

　　の約2倍の4日聞を要し孟二。以上の様に（i）に於て傾　　る。そして処理温度と単f～凱時間内に発ま1三するNHttとの間

　　高温区際繊慶は細くなり，強伸度共に低下している。父　　にはw踏aTわの関係が成立つ。又く1）¢）繊維化能の変化と
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備考：　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　！以上め実験ホら絹物質の乾燥過隆は他の被乾燥物と同

1　蒸発燈は各時問毎の蒸発水分星を示した。　　　・　　様な過程①をとるこ・どがわかる。此の過程あ状態は絹物

・，新紛砂度は細鰍・xは牽引慮後の謙ゆ重量．質の醐徽によつて異つでいる。即悌嚥弓区鷹率
　と測定条件下で一定になる絹物質の乾物鍛との差を含　　過程が約30分に亙？て現われているが，牽引倍数を増す

　水量とし、之の壁を100とした揚合の番時間毎の蒸発　　1と此め特間が短縮し，5　・y　10倍区附近で消失している。

　騒を％で示した。　　　　　　　　　　　・　　　　　そして初めから減率過提の段階に入る様に見える。此の

3　重量の指数は康試料を100とした揚合の試料の減量　　樺に壷引倍数の異なる絹物質に於て，水分の放散速度に

　を％で示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　差を生ずるのは，生成される繊維の構造に相遜㈹を来

・4　含水比率は各測定疇の試料の目方を100とした場合・　し，オ頷k能にi塗を来すたあで，肇引倍数の歩ない闇は組

　の・乾物量と水分量との比を示したもので蓑では紛　織内el）　ik分の移動が困難な構造をとり，又離漿現象も見

　の牌を示した・　　　　　　　　られないが諏弓陪数が増して来るとド紛の闘は容
5　餐試料の重母測定は処理した後に均一に形成された　　易となり，離漿現象を起して来るために蒸発憶極めて良

　と認められる部分を適宜の長さに切断して行った。”くなるo蚕が吐糸を行う場合に絹物質の乾燥速度は吐糸

又以上の葵験から形成された絹物質の車位表面積当りの　　峙の牽引倍数と，生成繊誰の太さとに関係する。今以上

水分放散貴を前と陶じ様に各時間萄に測つて汐くの結果を　’の実蜘責をもとにしで営繭の場禽の欄轍創く分蒸発遠

得た。（第2表）　　　　　　　　　　度翻徒し硯よう。
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